
国民民主党は女性候補者比率30%をめざします。

詳しくはこちら ⬇

国民民主党は「新しい答え。」をつくっていきます
第198回通常国会、開会。第198回通常国会、開会。第198回通常国会、開会。

政治は何のためにあるのか、今は野党である私たちの責務とは何か。
やらねばならないことは２つ。
一つは、政府の政策を厳しく監視すること。
そして、政権を担う「もう一つの選択肢」をつくること。

いま、政治に求められている一番の仕事は、新たな時代の社会保障の形
を示すこと。
「平成」がまもなく終わろうとしているにもかかわらず、社会保障の仕組
みは「昭和の自己責任モデル」のまま。社会保障や教育サービスの水準
は、主要先進国の中で最低レベルです。
子どもは、親も、生まれる国も、地域も選べません。だからこそ、生まれた
境遇によって、子どもたちの夢や人生が、制限や制約を受けることのな
い国づくりをしなければなりません。
「生まれた日も、最期の日も、そこに安心がある国づくり」。私たちのめざ
す社会像です。
国民民主党は、世代や地域をこえ、さらには自然環境や外国の人々とも
結びあって生きていく社会、そんな「新しい答え」をつくりだしていきます。
国民民主党に、どうか皆さんの声をお寄せください。

あなたの志、一緒に育てます。

国民民主党代表　玉木雄一郎

女性候補者支援

2019年 1月28日

号外



写真は左から、階猛、源馬謙太郎、津村啓介、大西健介、山井和則各衆院議員、桜井充、川合孝典、礒﨑哲史各参院議員

外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
で
提
案

【
１
月
23
日 

衆
院
法
務
委
員
会
】

■ 

階
猛
議
員

　
分
野
別
運
用
方
針
に
定
め
ら
れ
た
14
業

種
の
う
ち
、経
済
産
業
省
所
管
の
３
業
種
で

外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
実

施
す
る「
試
験
」に
３
億
円
の
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
疑
問
視
。「
新
た
な
在
留

資
格
に
よ
る
人
材
不
足・受
け
入
れ
の
見
込

み
数
」に
書
か
れ
て
い
る
制
度
導
入
後
の「
技

能
実
習
生
」の
受
け
入
れ
見
込
み
数
は
具
体

的
な
数
値
な
の
に
、「
試
験
」か
ら
の
方
は
若

干
名
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
ゼ
ロ
も
含
ま
れ

る
と
指
摘
。こ
の
見
込
み
で
は
試
験
の
実
施

は
不
要
で
は
と
追
及
し
た
。

■ 

源
馬
謙
太
郎
議
員

　
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
を
拡
大
し

た
う
え
で
問
題
に
な
る
の
は
、地
域
ご
と
に
受

け
入
れ
数
が
偏
在
す
る
こ
と
だ
と
指
摘
。外

国
人
か
ら
の
相
談
を
一
元
的
に
受
け
る「
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
」を
在
留
外
国
人
が
多

い
都
市
に
設
置
す
る
と
い
う
法
務
省
の
説
明

に
、外
国
人
労
働
者
の
偏
在
の
解
消
と
矛
盾

す
る
と
反
論
し
た
。

■ 

津
村
啓
介
議
員

　
①
国
勢
調
査
の
精
度
を
高
め
る
た
め
の
法

務
省
か
ら
総
務
省
への
在
留
外
国
人
情
報
の

提
供
②
日
本
の
大
学
を
卒
業
し
た
留
学
生

の
就
職
条
件
緩
和
を
特
定
技
能
１
号
の
受

け
入
れ
開
始
と
合
わ
せ
た
４
月
１
日
か
ら
の

開
始
③
外
国
人
労
働
者
の「
地
域
別
の
受
け

入
れ
割
り
当
て
数
」の
設
定―

―

を
提
案
。

②
の
留
学
生
の
就
職
条
件
緩
和
は
、年
収
３

０
０
万
円
以
上
で
日
本
語
を
使
う
職
場
で

働
く
場
合
に
限
り
、業
種
や
分
野
を
制
限
せ

ず
に
在
留
を
認
め
る
と
い
う
も
の
。３
０
０
万

円
以
上
と
一
律
に
す
る
と
、こ
の
数
字
に
届

か
な
い
人
の
排
除
に
つ
な
が
り
妥
当
で
は
な

く
、地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
検
討
す
べ
き
だ

と
指
摘
し
た
。

毎
月
勤
労
統
計
調
査
問
題
を

追
及

【
１
月
24
日 

衆
院
厚
生
労
働
委
員
会
】

■ 

大
西
健
介
議
員

　
の
べ
２
０
０
０
万
人
の
雇
用
保
険
や
労
災

保
険
で
５
０
０
億
円
を
超
え
る
過
少
給
付
を

生
じ
、予
算
案
を
修
正
し
閣
議
決
定
を
や
り

直
す
と
い
う
前
代
未
聞
の
事
態
を
招
い
た
不

祥
事
だ
と
指
摘
し
た
。特
別
監
察
委
員
会
に

よ
る
政
務
三
役
へ
の
聴
き
取
り
や
、調
査
を

実
施
し
て
い
る
東
京
都
や
神
奈
川・愛
知
両

県
、大
阪
府
への
聴
き
取
り
が
な
かっ
た
こ
と

を
問
題
視
し
、徹
底
を
求
め
た
。

■ 

山
井
和
則
議
員

　
昨
年
の
勤
労
統
計
で
賃
金
上
昇
率
は
前

年
比
３・３
％
増
で「
21
年
ぶ
り
の
高
水
準
」

と
発
表
し
た
が
、問
題
発
覚
後
に
２・８
％
に

下
方
修
正
さ
れ
た
点
を
問
題
視
。前
年
も
調

査
し
た
事
業
所
比
較
で
は
１・４
％
増
で
あ

る
点
も
着
目
し
、ど
ち
ら
が
実
態
に
近
い
か

を
総
務
省
審
議
官
に
質
問
し「
１・４
％
が
適

切
」と
の
見
解
を
引
き
出
し
、水
増
し
偽
装

の
実
態
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

【
１
月
24
日 

参
院
厚
生
労
働
委
員
会
】

■ 

川
合
孝
典
議
員

　
特
別
監
察
委
員
会
が
取
り
ま
と
め
た
検

証
結
果
に
は「
組
織
的
隠
ぺい
は
な
か
っ
た
」

と
い
う
の
み
で
、具
体
的
な
こ
と
が
書
か
れ
て

い
な
い
点
を
指
摘
。第
三
者
組
織
を
つ
く
り
、

客
観
的
な
資
料
を
提
示
し
な
け
れ
ば「
信
頼

回
復
が
で
き
な
い
」と
訴
え
た
。

■ 

礒
﨑
哲
史
議
員

　
昨
年
、
統
計
法
改
正
が
行
わ
れ
、
民
間

団
体
に
も
デ
ー
タ
を
出
す
よ
う
に
努
力
義
務

を
課
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
自

身
が
ず
さ
ん
な
対
応
を
し
た
こ
と
を
厳
し
く

追
及
。ま
た
、特
別
監
察
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

が
厚
労
省
内
に
常
設
の
監
察
チ
ー
ム
を
兼
務

し
て
い
る
こ
と
か
ら
独
立
性
の
担
保
を
強
く

求
め
た
。

通
常
国
会
開
会
に
先
立
ち
、
衆
参
両
院
で
改
正
入
管
法
や
厚
労
省
に
よ
る

毎
月
勤
務
統
計
の
不
正
調
査
問
題
を
め
ぐ
っ
て
閉
会
中
審
査
が
開
か
れ
、

党
所
属
議
員
が
質
問
に
立
っ
た
。

課
題
の
答
え
を
引
き
出
す
た
め
、

国
民
民
主
党
の
考
え
を
ぶ
つ
け
た

閉会中審査


